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日本気象予報士会の 協力で行ったナウキャスト社会実験につ いて

大西 　晴夫 （日本気象予報士 会 、 防災科学技術研究所）

1 は じめに

　極端気象の メカ ニ ズ ム 解明お よびそ の 監 視 ・

予 測シ ス テ ム の 研 究 ・開発 と並ん で 、こ れ ら の

研究成果 を社会に還元す る上 で の 問題点の 解 明

も重要な研究課題 で ある。気象予報士 は、気象

の 専門家 と
一

般国民 との 橋渡 し的な存在で ある

こ とか ら 、 こ の よ うな分野で社会貢献で き る立

場 にあ る 。

一
般社団法人 日本気象予報士会で は、

社会 シ ス テ ム 改革と研 究開発の
一

体的推進 （科

学技術振興機構／文部科学省） による 「気候変

動 に伴 う極端気象に強い 都市創 り」 か らの 要請

を受 けて 、 開発 され た VIL 法 に よるナ ウキ ャ

ス ト結果 を携帯端末 で 受信 し活用す る社会実験

に参加 し た。

2 実施した社会実験の 概要

　呼びか けに応 じて首都圏在住 ・在職 の 日本気

象予報士会会員 65 名が本社会実験に参加 した 。

登録の あっ た 74地 点 ・領域で 、 ナ ウキ ャ ス トに

よ る 1 時間降水強度が設定 され た基 準値を超 え

る と予想 され る場合に 「お 知 らせ に こ で は 「警

報」 とい う）」 をメール 形式で 配信 した。図 1 と

図 2 に参加者の 年齢 と職業の 内訳を示す。
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　メ
ール で は 、 5 分毎に更新され る初期値場 を

用い て行われ る 1時間先ま で の VIL ナ ウキ ャ

ス トに基づ き 、 基準値 を超え る時刻、 1 時間先

まで の 10 分刻みの 10 分間降水量、そ れか ら換

算 した 1 時間降水強度を配信 した。メ
ール 配信

は 2013 年 6 月 19 日か ら 11 月 4 日まで行 っ た 。

こ の 間に発表 した 「警報」 は約 11，
　OOO回であ っ

た 。 1 日の 発表回数 と して は、台風第 26 号 （伊

豆 大島で 大雨）が接近 し た 10 月 15 日 の 794 回 、

台風第 18 号 （京都府 下で 特別警報）が接近 した

9 月 15 日の 778 回な どが多 か っ た 。

3 参加者アンケ
ー

トの集約結果

　2013 年 8 月に行 っ た参加者 に対す る ア ン ケー

ト調査結果の 概略は以下の通 りで あっ た 。

》 警報メ ール の 内容

　28％が大変分か り易い ・分か り易い と評価

　23％が分か り難い と評価 （「閾値」 な ど の用語

　や 10分間降水量 と 1 時間降水強度の 関係な ど

　は
一

般 の 人には理解で きない
、 な どな ど）

》 警報メ
ー

ル は役 立 っ か

　72％が大変役立 つ ・役立 つ と評価

　 17％が あ ま り役 立た ない ・役立 たな い と評価

》 警報発表 ・解除の タイ ミン グ

　発表で は 58％、解除で は 45％が適切 と評価

　解 除で は 36％が早すぎ と評価 （短時間の うち

　に 発表 ・
解除が繰 り返 され た た め か ）

》 警報メ
ー

ル の 良 い 点

　簡潔な文字情報、狭い 領域に対する情報 、PUSH

　型情報 、 1 時間先ま で の 降雨の 盛衰 が分か る

》 改善す べ き点

　ユ ーザーが登録 地 点 ・通知基準 の 変更や通 知

　機能の ON／OFF を自由に手軽 にで きる機能

　ナ ウキ ャ ス ト予測の 精度向上、図情報 も付 け

　 る

4 今後の 課題

　降水ナ ウキ ャ ス トの 精度は予測時間が伸び る

と急激に低下する。まず 、 精度向上 が必 要で あ

ろ う。
一

方 、今回 の 社会実験 では 1 時間程度 の

余裕 をもっ て 大雨に備 える （降 らない か も しれ

ない が） こ との 有効性 は明 らか にな っ た 。 極短

時間先の 大 雨に対する情報提供 を有用な もの に

する ため に は 、 そ の 情報を ど の よ うに利用す る

の か につ い て の 指針作 りが求め られる。
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